
水力発電

高津川流域に水力発電所は５ケ所ある（表４― 12）。これらはいずれも上流地点

にある取水堰から高度差のある下流地点まで水路を引き、その落差を利用した発

電（ダム水路式発電）を行なっている。高津川の規模の割にこれらの地点での発電

量や出力は小規模である。５つの発電所での昭和 62年度の発電量は合わせて１億

3,778kwH、最大出力は２万 3,210kwで、このうち匹見川水系の 3発電所で発電

量 9,407kwH（68.3%）、最大出力１万 3,240kw（70.0%）を占めている。匹見川

は高津川本川と比較すれば河川勾配が急で降水量も豊富であり、電源開発には有

力な条件を整えている。

発電所の設置もやはり匹見川水系が早く、昭和３年７月に匹見発電所が、同年

９月には豊川発電所が、昭和 18年７月は澄川発電所が送電を開始した。このうち

澄川発電所は取水口から長さ 12km、落差 100mに及ぶ水路を設けて 7,900kwの

出力を起こし、当時の匹見下村の貴重な財源となった。匹見川の包蔵水力は 22万

kwといわれ、昭和 30年代前半には匹見町下道川地区に県下最大のダムを建設す

る計画が持ち上がったが、耕地・集落の水没問題から地元住民の反対の声が高まり、

結局この計画は中止となった。また高津川では昭和 13年８月から日原発電所が、

昭和 28年 12 月には柿木発電所が送電を開始した。

高津川流域には大きなダムはなく、上記の発電所の取水堰にしても地形を利用

して峡谷部に築かれ、なるべく上流に集落の少ない地点を選んでいる。高津川にダ

ムの建設されない理由は流域人口が少

なく、しかも最大の電力消費地となる

益田までの送電コストが高くつき、ダ

ム湖により水没する地区の住民への補

償も安くはない。また工業用水・生活

用水の需要量が限られており、水利目

的の面からもダムを造る必要性は少な

いと云える。



内水面漁業

年中流量の豊富な高津川は水産資源も豊富であり、古来から現在まで比較的活

発に内水面漁業が行なわれている。現在漁獲の対象となっているのは全漁獲量の

８割近くを占めるアユをはじめ、カニ・ウナギ・コイ・フナ・ウグイ・ハヤ・ボラ・

イナ・サケ・マス・ヤマメ・イワナ・シジミ・エビなど多種にわたっている。

高津川での漁獲がいつから始まったか定かではないが、益田の安富遺跡（縄文晩

期）は高津川の旧河道に沿う丘陵地にあり、すでに原始時代から鮎やシジミなどの

魚介類を捕獲されていたと想像される。最も古い漁業の記録では享保３年（1530）

の匹見澄川の領境議定書に鵜飼い・網漁が当時すでに行なわれていた事が記され

ている。また近世津和野藩では文政 12 年（1829）に鮎を保護するため漁獲の禁

止令を出して高津河の漁場を厳しく管理していた。明治時代に入り、内水面での漁

期・漁法について法制化が始まった。明治 12年に「漁業税採藻税課額並徴収規則」、

19年に「石見国郷川外六川漁業取締法」、34年に「漁業法」、44年に「漁業取締規

則」と、明治期に漁業に関する規則は一応確立されたが、高津川流域では組織的

な活動としての内水面漁業は行なわれていなかった。大正から昭和初期にかけて

違法漁業者による乱獲、漁民の利害争いなど漁業秩序の乱れが表面化した。また、

この頃水力発電所設置の影響で魚族の繁殖が妨げられ、加えて不況であったため

漁業不振となった。こうした事態を打開するため昭和 11年に高津川漁業組合が結

成され、13年には漁業権を得て、漁民は団結を強めていく。その後漁業団体の整

理統合・系統化が図られ、19 年に高津川漁業会が発足、そして 24 年は高津川漁

業協同組合が新発足し、現在まで高津川での漁業を管理している。現在同組合は



本所が神田に支所が日原・高津にあり、事業として漁具の購買・漁獲物の販売・放流・

水産加工等を行なっている。

表４― 13 に昭和 31 年以降の高津

川の魚種別漁獲量の推移を、また図

4― 27 に全漁獲量とアユ漁獲量の経

年変化を示す。最も漁獲量の多かっ

た年は昭和 51 年で昭和 40 年代後半

から徐々に増加してきているのが分

かる。さらに、全国の諸河川では概

して漁獲量は年々減少傾向にあるの

に対し、高津川ではそのような傾向は認め難い。これは高津川において増殖事業が

積極的に行なわれてきたためである。高津川の増殖事業は早くから行なわれ、河

川では全国的にも高い水準にある。主な増殖事業としては幼魚の放流、人工孵化、

産卵場の保護がある。放流事業はアユ・コイ・ヤマメ・ウナギが現在行なわれている。

特にアユの場合は昭和 14年に漁業組合が琵琶湖から７万尾の稚アユを移入して以

来、全国各地から稚アユを移入している。また昭和 22年に開設された高津川養魚



場（正式には島根県水産試験場高津川試験地という）ではコイ・アユなどの養魚・

人工孵化が行なわれた。このほか魚類の繁殖保護のために禁漁区域を設けたり、操

業期間・漁法の制限したり、魚道の整備を行なったりしている。

現在高津川で最もよく行なわれている漁法は刺網と釣りである。刺網とは網の目

に突き刺さった魚を獲らえるもので、丈高網・繰込網・毛掛網・なげ網の各種がある。

中でも繰込網・毛掛網がよく使用されている。鮎釣りにはチャグリ・友がけが主と

して行なわれ、カニ・ウナギの漁法に網釜・筌・籠などがある。表４― 14は高津

川で許可されている漁法とその許可数である。漁法は９種に分けられ、許可統数

や行使料を定めている。このうち一般遊漁者に許可されているのはさおがけ・投網・

筌である。

このように高津川の内水面漁業は盛んであるが、金額的にはやはり小規模であ

る事は否めない。高津川漁協のうち漁業専業世帯はわずか７戸で漁業が主の兼業

世帯 27戸と合わせても漁業従事世帯全体の 2.6% に過ぎない。また、内水面漁業

従事者数も年々減少しており、後継者不足に悩まされている。
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